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国保関連

町政を問う

お待ちしています

８議員が熱弁

議案と態度

リニューアル

第１弾
レイアウト工夫しました！

各議員の質問ページから
スマホで簡単に動画へ

アクセス！



決
算
審
査
特
別
委
員
会

経常収支比率の悪化
 （94％→ 99.9％）

厳
し
い
財
政
状
況
が

浮
き
彫
り
に

基金の取り崩し
　（財政調整3億8500万円、

 　公共施設整備２億円）
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平
成
28
年
度
決
算
を

賛
成
多
数
で
認
定

　

９
月
21
・
22
・
26
日
の
三
日
間
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
活

発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
慎
重
に
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般

会
計
に
つ
い
て
は
、
活
発
な
質
疑
、

討
論
の
の
ち
採
決
を
し
た
結
果
、
３

対
３
の
同
数
と
な
り
委
員
長
裁
定

で
、「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と
な
り
、

10
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い
て
も
９

対
４
の
賛
成
多
数
で
、「
認
定
」
と

な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

事
業
・
墓
地
事
業
・
水
道
事
業
に
つ

い
て
は
賛
成
全
員
で
、
国
民
健
康
保

険
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護

保
険
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
「
認

定
す
べ
き
も
の
」
と
な
り
４
日
の
本

会
議
に
お
い
て
も
同
様
の
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員

　
　
　

委
員
長　
　

河
合　

弘
樹

　
　
　

副
委
員
長　

鱧
谷　

陽
子

　
　
　

委　

員　
　

文
野　

慎
治

　
　
　
　
　
　
　
　

阪
口　

均

　
　
　
　
　
　
　
　

二
見　

裕
子

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野　

正
憲

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
上　

巳
生
男

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
の
29
日
間
の
日
程
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
町
長
か
ら
28
年
度
決
算
の
概
略
説
明
と
成
果
報
告
が
あ
り
、
そ
れ

を
受
け
て
12
名
の
議
員
が
会
派
質
問
や
一
般
質
問
を
行
い
、
財
政
悪
化
の
原

因
、
転
入
促
進
、
就
学
援
助
、
地
方
創
生
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で
論
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
議
案
25
件
、

住
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
２
件
、
議
員
提
出
の
意
見
書
1
件
が
審
議
さ
れ
、

請
願
を
除
く
議
案
は
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

（
28
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
な
ど
７
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、

決
算
審
査
特
別
員
会
で
集
中
審
議
を
行
い
、
賛
成
多
数
ま
た
は
全
員
賛
成
で

認
定
し
ま
し
た
。
）

坂上巳生男議長

９
月
定
例
会



※構成比は単純四捨五入しているので、合計しても100％にならない場合があります。

平成28年度熊取町一般・特別会計決算状況平成28年度熊取町一般・特別会計決算状況平成28年度熊取町一般・特別会計決算状況

内側 : 財源別

自主財源：町が自主的に収入することができる財源

依存財源：国や府から交付される財源

外側 : 歳入の区分

町税 : 町民税、固定資産税、軽自動車税等

地方交付税：地方公共団体が等しく事務を遂行できるよう国が交付

国庫支出金：国から使途が特定されている費用を交付

町債：借り入れ（借金）

府支出金 : 府から使途が特定されている費用を交付

内側 : 目的別（行政分野別）

総務費：徴税、戸籍住民基本台帳、選挙、監査等

民生費：高齢者･児童･障がい者福祉等

衛生費：清掃、保健衛生、母子衛生等

土木費：道路橋りょう建設･管理、河川管理等

外側：性質別（経費別）

物件費：委託料、臨時職員賃金、光熱水料等

投資的経費：普通建設事業･災害復旧事業等

扶助費：児童福祉法、老人福祉法等に基づき支給する費用

公債費 : 借金を返した費用

１２７億２，０４６万７千円

平成28年度

一般会計

歳入

平成28年度 歳入歳出差引額

翌年繰越額

実質収支額

５，５３７万３千円

３５７万６千円

５，１７９万７千円

外側：歳入の区分
内側：財源別

町税
32.6％

地方交付税
19.5％

12.6％

府支出金
7.4％

町債
6.6％

繰入金
4.9％

16.4％

国庫支出金

その他

自主財源
43.5％

依存財源
56.5％

平成28年度

一般会計

歳出
１２６億６，５０９万４千円

人件費
20.1％

物件費
16.2％

補助費等
9.2％

投資的経費
7.8％

維持補修費 1.1％

扶助費
20.4％

公債費
9.0％

積立金 2.6％

繰出金
13.4％

公債費
9.0％

議会費
1.0％

総務費
15.6％

民生費
39.8％

衛生費
10.1％

商工費 0.4％

農林水産業費
0.4％

土木費
10.1％

消防費 4.2％

教育費
9.4％

外側：性質別（経費別）
内側：目的別
　　 （行政分野別）

経常収支比率の推移
（錯誤分を除く）

町債（借金）の推移

基金（貯金）現在高の推移

特別会計における歳出の推移

特別会計決算額

自治体の財政構造の弾力性を表す指標

（100に近づく程弾力性がなくなる）

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

11,000,000

10,000,000

9,000,000

千円

％

千円

千円

H24年度 H25年度 H26年度 H28年度H27年度

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

8,000,000

7,000,000

6,000,000

5,000,000

6,000,000

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

0

1,000,000

一般会計町債現在高

特別会計借金残高

熊取町

府内町村平均

府内市町村平均

4,416,668
4,152,413

基金現在高

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

＊水道事業は、収益的事業（給配水事業）と資本的事業（設備投資事業）

　を合計しています。

出資金 0.2％

3,911,348
4,136,709

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,500,000

3,000,000

4,500,000

5,000,000

5,500,000

6,000,000

6,500,000

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

50,000

国民健康保険

介護保険

下水道事業

墓地事業

水道事業

後期高齢者医療

3,846,536

7,501,192
7,218,956

8,976,487 8,705,274
8,636,524

6,962,443
6,689,530

8,889,890

6,441,484

8,662,706

千円

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

下水道事業 1,039,028 1,078,795 1,188,260 1,180,158 1,306,032

国民健康保険事業 4,927,349 5,000,998 5,191,345 6,092,173 5,966,447

後期高齢者医療 418,079 429,573 460,724 475,318 507,552

介護保険 2,441,729 2,571,064 2,856,327 2,997,833 3,020,873

墓地事業 10,063 6,867 17,512 47,799 41,669

水道事業 1,167,220 1,262,398 1,440,558 1,299,987 1,351,659

　　収益的事業 789,394 771,007 1,000,765 919,639 918,668

　　資本的事業 377,826 491,391 439,793 380,348 432,991
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鱧谷陽子副委員長

二見裕子委員

文野慎治委員

矢野正憲委員

阪口均委員

坂上巳生男委員

動
画
は
こ
ち
ら
▼
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河合弘樹 委員長

問　

町
民
税
や
国
の
税
交
付

金
な
ど
で
２
億
円
も
歳
入
が

へ
り
、
同
時
に
地
方
交
付
税

総
額
も
減
っ
た
理
由
は
？

歳
入
減
の
原
因
は
？

福
祉
・
教
育
の
取
り
組
み
は
？

学
童
保
育
施
設
に
つ
い
て
は
？

ホ
テ
ル
誘
致
は
？

問　

学
童
保
育
の
児
童
数
に

見
合
う
施
設
整
備
が
遅
れ
て

い
る
。
改
善
を
？

問　

宿
泊
施
設
条
例
が
制
定

さ
れ
て
１
年
と
な
る
が
、
ホ

テ
ル
事
業
者
の
参
入
は
決
ま

っ
て
い
な
い
。
条
例
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
等
の
精
査
が
必

要
で
は
？

答　

交
付
税
の
算
定
時
に
は
、

税
交
付
金
が
増
え
る
と
見
込

ん
で
い
た
。
算
定
時
期
の
ず

れ
が
原
因
だ
。

問　

手
話
言
語
条
例
施
行
後

の
取
り
組
み
は
？

答　

役
場
に
お
け
る
手
話
通

訳
者
の
週
5
日
の
配
置
。
啓

発
冊
子
を
作
成
中
。
町
立
保

育
所
で
の
年
長
児
童
向
け
手

話
講
座
。

問　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
は
？

答　

中
学
校
校
区
に
配
置
。

今
後
、増
員
を
考
え
る
。

問　

精
神
障
が
い
の
あ
る
方

と
の
地
域
で
の
交
流
は
？

答　

社
会
福
祉
協
議
会
と
部

局
で
協
議
す
る
。

答　

必
要
性
は
よ
く
わ
か
っ

て
い
る
。
検
討
し
た
い
。

答　

条
例
制
定
に
よ
り
、
70

社
以
上
の
事
業
者
に
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
含
め
営
業
を
し

て
い
る
が
具
体
的
な
進
出
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
12
月
議

会
を
メ
ド
に
、
身
の
丈
に
あ

っ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
期

間
の
延
長
な
ど
を
視
野
に
入

れ
た
条
例
改
正
を
予
定
。

問

問問

問 問 問

答 答 答

答

答答

決算審査決算審査ここが

きたい聞
ここが

きたい聞
特 別 委 員 会

質
疑
質
疑

　28年度の一般会計及び各種特別会計・水道事業会計は、決算

審査特別委員会（委員長・河合弘樹議員）で審議しました。

　町政全般にわたり、数多くの質疑がありました。

　その中から、いくつか紹介します。



　

８
月
25
日
、
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
よ
り
、
Ｋ
Ｕ

Ｃ
Ａ
で
使
用
す
る
燃
料
変
更
に
伴
う
「
原
子
炉
設
置
変

更
承
認
申
請
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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老
人
憩
い
の
家
耐
震
改
修
を
！

特
別
会
計
に
つ
い
て

ポ
ス
ト
増
や
す
よ
り
事
務
の
効
率
化
を
！

予
算
の
効
率
的
執
行
を
！

　

９
月
３
日
大
阪
府
消
防
大
会
が
府
立
消
防
学
校
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
取
町
消
防
団
第
３
分
団
が
、
岸
和
田
以
南
の
泉
南

地
区
支
部
の
代
表
と
し
て
出
場
し
、「
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
」
で
見
事
、
第
３
位
に
入
賞
し
、
泉
南
支
部
と
し
て

も
総
合
優
勝
し
ま
し
た
。

地
域
の
安
心
・
安
全
は
お
ま
か
せ

大
阪
府
消
防
操
法
訓
練
大
会

原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会

第
３
位
入
賞
！

問　

「
老
人
憩
い
の
家
」
26
ヶ

所
が
、
昭
和
56
年
以
前
の
旧

耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
、
耐

震
診
断
・
耐
震
改
修
が
行
わ

れ
て
い
な
い
。
速
や
か
に
耐

震
診
断
・
耐
震
改
修
を
実
施

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

問　

国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
の
収
入
未
済
額
の
内

訳
は
？

答　

免
除
52
件
、
分
納
５
２

０
件
、短
期
証
１
７
５
世
帯
、

資
格
証
3
世
帯
、
連
絡
が
取

れ
な
い
世
帯
が
64
世
帯
と
な

っ
て
い
る
。

問　

介
護
保
険
特
別
会
計
で

の
滞
納
者
は
介
護
を
受
け
る

際
、
高
額
負
担
ら
し
い
が
何

名
か
？

答　

１
９
０
名
で
あ
る
。
2

年
以
上
滞
納
し
た
場
合
、
3

割
負
担
と
な
る
。
納
付
相
談

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

問　

種
々
あ
る
委
託
料
が
各

部
・
各
課
か
ら（
多
い
も
の
で

10
を
超
え
る
課
か
ら
）
委
託

先
に
発
注
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ほ
ど
ば
ら
ば
ら
に
発
注

し
て
い
て
は
合
理
的
と
は
決

し
て
思
え
な
い
が
？

答　

清
掃
委
託
料
等
次
の
契

約
時
点
で
ま
と
め
ら
れ
る
も

の
は
ま
と
め
て
い
く
。

答　

対
象
と
な
る
「
老
人
憩

い
の
家
」
の
耐
震
診
断
を
数

年
で
実
施
し
、
行
政
主
導
で

耐
震
化
を
含
め
た
安
全
対
策

や
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
く

た
め
の
計
画
策
定
を
考
え
て

い
る
。

問　

下
水
道
事
業
特
別
会
計

に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
認
可
区

域
の
拡
大
を
含
め
た
事
業
計

画
変
更
業
務
の
取
り
組
み
状

況
は
？

答　

大
阪
府
と
協
議
中
。
平

成
30
年
２
月
末
に
は
示
せ
る
。

問　

ご
み
焼
却
で
夜
間
運
転

に
４
２
０
０
万
円
も
か
け
る

必
要
が
あ
る
の
か
？
人
数
や

単
価
の
見
直
し
が
で
き
る
の

で
は
？

答　

現
状
焼
却
機
械
を
運
転

す
る
た
め
に
は
必
要
と
考
え

て
い
る
。

問　

人
件
費
が
対
前
年
比
で

９
３
０
０
万
円
増
加
。
部
・

理
事
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ

き
。
議
会
対
応
の
理
事
者
数

を
他
市
町
と
比
較
し
て
も
明

ら
か
に
熊
取
町
は
多
い
の
で

は
？

答　

議
会
対
応
に
つ
い
て
は

見
直
し
て
い
く
。

議員数（人） 理事者数（人）

熊取町 １４ ２７

岬町 １３ １５

忠岡町 １２ １２

阪南市 １６ １３

堺市 ４８ ２３

他市町比較 平成29年６月定例会

問 問

問 問問

問

問

答

答 答

答

答

答答

第１回
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町
税
収
入
、税
交
付
金
、地

方
交
付
税
額
が
大
き
く
減
少

し
た
。
歳
出
で
は
、
ひ
ま
わ

り
バ
ス
土
日
祝
日
運
行
や
Ｃ

Ｓ
Ｗ
の
増
員
な
ど
の
施
策
が

実
施
さ
れ
た
。
一
方
、
人
件

費
や
扶
助
費
の
増
加
も
あ
り
、

経
常
収
支
比
率
が
大
き
く
上

昇
。
歳
入
が
落
ち
て
い
る
下

で
の
福
祉
施
策
実
現
に
よ
る

結
果
だ
が
、
以
下
の
理
由
で

決
算
に
反
対
す
る
。

　

来
年
度
か
ら
大
阪
府
国
保

と
な
る
が
、
自
治
体
の
努
力

で
、
保
険
料
軽
減
や
減
免
制

度
拡
充
な
ど
に
充
て
る
法
定

外
繰
り
入
れ
を
一
律
に
否
定

す
べ
き
で
な
い
。
臨
時
・
嘱

託
職
員
な
ど
非
正
規
率
が
53

％
を
超
え
、
正
職
比
率
低
下

は
大
き
な
問
題
。
学
童
保
育

施
設
を
整
備
し
、
こ
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環

境
を
保
証
す
べ
き
。

　

国
保
会
計
は
府
の
方
針
に

全
く
従
順
で
、
自
治
体
独
自

の
減
免
制
度
や
、
保
険
料
決

定
権
を
放
棄
す
る
姿
勢
は
納

得
で
き
な
い
。
資
格
証
明
書

の
発
行
や
差
押
え
の
執
行
も

問
題
だ
。

　

後
期
高
齢
は
開
始
か
ら
９

年
経
過
。
保
険
料
は
上
が
る

一
方
で
所
得
割
は
約
20
％
上

昇
。
町
の
特
定
健
診
は
受
け

ら
れ
ず
、
脳
ド
ッ
ク
補
助
も

な
い
。
高
齢
者
差
別
の
制
度

だ
。

　

介
護
保
険
は
、
要
支
援
の

人
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
か
ら
締

め
出
す
よ
う
な
総
合
事
業
が

準
備
さ
れ
た
。
利
用
料
負
担

の
大
き
さ
も
問
題
。
特
養
利

用
者
の
所
得
要
件
が
厳
し
く

な
り
、
負
担
増
と
な
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

実
質
収
支
は
４
万
９
千
円

の
黒
字
。
人
口
普
及
率
は
79
．

７
％
。
国
の
補
助
金
活
用
で

の
長
寿
命
化
の
取
り
組
み
を

評
価
。

国
民
健
康
保
険
事
業特

別
会
計

　

実
質
収
支
は
６
３
５
２
万

６
千
円
の
黒
字
。
特
定
健
診
、

特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
の

向
上
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
普
及
啓
発
な
ど
を
望
む
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　

実
質
収
支
は
６
２
９
４
万

３
千
円
を
確
保
。
今
後
も
持

続
可
能
な
財
政
運
営
の
実
施

を
望
む
。

水
道
事
業
会
計

　

14
年
連
続
の
黒
字
。
給
水

人
口
等
の
事
業
認
可
変
更
、

平
成
30
年
度
か
ら
の
国
の
交

付
金
活
用
を
評
価
。

　

実
質
収
支
は
約
５
千
万
円

の
黒
字
。
12
年
連
続
の
徴
収

率
向
上
は
評
価
す
る
。
更
な

る
自
主
財
源
確
保
、
行
政
改

革
を
望
む
。

　

施
策
は
、不
妊
、不
育
治
療

費
助
成
制
度
の
創
設
や
産
後

2
週
間
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
開

始
す
る
な
ど
妊
娠
・
出
産
期

か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

の
充
実
、
中
学
3
年
普
通
教

室
へ
エ
ア
コ
ン
整
備
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

や
外
国
人
英
語
指
導
助
手
の

増
員
、
各
小
学
校
校
区
に
計

10
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
、

全
消
防
団
の
分
団
器
具
庫
の

耐
震
化
設
計
の
実
施
、「
町
道

路
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
」
に
基
づ
く
老
朽
化
対
策

の
実
施
等
、評
価
す
る
。

　

28
年
度
の
財
政
改
革
の
具

体
的
な
成
果
は
町
長
給
料
20

％
カ
ッ
ト
だ
け
し
か
な
い
。

　

28
年
度
の
決
算
で
、
財
政

状
況
を
悪
化
さ
せ
た
最
大
の

要
因
は
人
件
費
で
、
正
職
員

数
も
嘱
託
員
、
臨
時
職
員
も

増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
議

会
対
応
理
事
者
数
も
増
加
し

て
い
る
。

　

人
件
費
以
外
に
お
い
て
も

業
務
の「
ム
ダ
、ム
リ
、ム
ラ
」

を
無
く
す
る
分
析
と
改
善
の

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
が
、

具
体
的
な
方
針
も
方
策
も
示

さ
れ
て
い
な
い
。

　

30
年
度
の
予
算
編
成
と
、

第
3
次
行
財
政
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
策
定
が
、
住
民
重

視
で
危
機
感
を
持
っ
て
、
実

行
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
、

28
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は

「
不
認
定
」と
す
る
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
「
ふ

る
さ
と
応
援
寄
付
の
大
幅
な

拡
大
」「
英
語
指
導
助
手
の
増

員
に
よ
り
小
中
学
生
へ
の
英

語
教
育
の
充
実
」「
中
３
普
通

教
室
へ
の
空
調
機
器
の
設
置

に
よ
る
教
育
環
境
の
整
備
」

「
タ
ピ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
立

ち
上
げ
支
援
」
等
の
新
規
お

よ
び
拡
充
事
業
の
実
施
に
お

い
て
は
高
く
評
価
を
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
実
態
と

し
て
は
経
常
収
支
比
率
が
99
．

９
％
と
悪
化
。
こ
の
ま
ま
な

ら
ば
毎
年
７
．
８
億
円
の
財

源
不
足
と
な
り
、
財
政
調
整

基
金
・
公
共
施
設
整
備
基
金
・

減
債
基
金
を
す
べ
て
取
り
崩

し
て
も
平
成
32
年
度
の
実
質

収
支
は
赤
字
と
な
る
。
こ
の

状
況
ま
で
来
た
こ
と
を
反
省

し
、
財
政
の
立
て
直
し
に
邁

進
し
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待

し
賛
成
討
論
と
す
る
。

一　
　

般　
　

会　
　

計

特  

別  

会  

計

共
産
党
議
員
団

共
産
党
議
員
団

（
要
旨
）

未　

来

熊
取
公
明
党

熊
愛
の
会

反 対

反 対

討
論

賛 成

反 対

賛 成

熊
取
公
明
党

賛 成



報告第　１号　平成28年度熊取町財政健全化判断比率について

報告第　２号　 平成28年度熊取町下水道事業特別会計資金不足

比率について

報告第　３号　 平成28年度熊取町水道事業会計資金不足比率に

ついて

報告第　４号　第123回大阪府原子炉問題審議会の概要について

報告第　５号　 熊取町教育委員会活動の点検及び評価（平成28年

度事業対象）の結果報告について

議案第５８号　公平委員会委員の選任同意について

　　　　　　　⇒中西あやみ氏を引き続き選任

議案第５９号　固定資産評価審査委員会委員の選任同意について

　　　　　　　⇒南良武氏の後任として、田畑雅康氏を選任

議案第６０号　教育委員会委員の任命同意について

　　　　　　　 ⇒島林泰人氏の後任として、土屋裕睦氏を選任

議案第６１号　 くまとりふるさと応援基金条例の一部を改正する

条例

　　　　　　　⇒基金の使用目的を拡充する

議案第６２号　 福祉医療費助成制度の再構築に伴う関係条例の整

備に関する条例⇒障がい者医療費助成事業費補助

金交付要綱等の改正 ８ページに掲載

議案第６３号　町営住宅管理条例の一部を改正する条例

　　　　　　　⇒引用条例番号の変更

議案第６４号　 町立小・中学校の校務用パソコン等の購入について

　　　　　　　 ⇒指名競争入札でナダ商事株式会社と契約

議案第６５号　 平成28年度熊取町水道事業会計未処分利益剰余

金の処分について⇒28年度未処分利益剰余金のう

ち約14億円を減債積立金及び組入資本金に積立

議案第６６号　平成29年度熊取町一般会計補正予算（第２号）

　　　　　　　⇒約6313万円を増額

議案第６７号　 平成29年度熊取町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第１号）⇒約2871万円を増額

議案第６８号　 平成29年度熊取町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）⇒約235万円を増額

議案第６９号　 平成29年度熊取町介護保険特別会計補正予算（第

１号）⇒約6632万円を増額

議案第７０号　 平成28年度熊取町一般会計歳入歳出決算認定に

ついて

議案第７１号　 平成28年度熊取町下水道事業特別会計歳入歳出

決算認定について

議案第７２号　 平成28年度熊取町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算認定について

議案第７３号　 平成28年度熊取町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算認定について

議案第７４号　 平成28年度熊取町介護保険特別会計歳入歳出決

算認定について

議案第７５号　 平成28年度熊取町墓地事業特別会計歳入歳出決

算認定について

議案第７６号　 平成28年度熊取町水道事業会計決算認定について

請願第　２号　 国民健康保険の大阪府統一化に伴い国保料の負担

軽減を求める請願

　　　　　　　８ページに掲載

請願第　３号　 国民健康保険（国保）の賦課限度額を超える保険料を

国と大阪府の公費による法定繰入を求める請願

　　　　　　　８ページに掲載

議案第７７号　平成29年度熊取町一般会計補正予算（第３号）

　　　　　　　⇒約1261万円を増額

議員提出議案第５号　 受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改

正を求める意見書

　　　　　　　（提出先：衆議院議長、参議院議長、厚生労働大臣）

備考：熊愛の会（熊愛）、熊取公明党（公明）、新政クラブ（新政）、新守クラブ（新守）、日本共産党熊取町会議員団（共産）

議員の態度表明（○賛成 ×反対 △退場）態度が分かれたもののみ表示

29年９月定例会提出議案　町長提案２５件・請願２件・議員提出議案１件
（報告５件、認定７件、補正予算５件、条例３件、人事３件、その他２件）

（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します。）

９月定例会審議案件

議員
名

文野 重光 浦川 阪口
坂上
昌史

二見 渡辺 服部 矢野 佐古 河合 鱧谷 江川
坂上

巳生男
議長

会派 熊愛 熊愛 未来 未来 未来 公明 公明 新政 新政 新守 新守 共産 共産 共産

福祉医療費助成制度の再構築に伴う関
係条例の整備に関する条例

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ―

平成２８年度熊取町一般会計歳入歳出
決算認定について

× × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ―

平成２８年度熊取町国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ―

平成２８年度熊取町後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ―

平成２８年度熊取町介護保険特別会計
歳入歳出決算認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ―

国民健康保険の大阪府統一化に伴い国
保料の負担軽減を求める請願

〇 △ × × × × × × × × × 〇 〇 ―

国民健康保険（国保）の賦課限度額を超
える保険料を国と大阪府の公費による
法定繰入を求める請願

〇 〇 × × × × × × × × × 〇 〇 ―
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議案第６２号　福祉医療費助成制度の再構築に伴う関係条例の整備に関する条例

大阪府市町村障がい者医療費助成事業費補助金交付要綱等が改正されたことに伴い、関係条例を一部改正及び

廃止するもの

反対討論　　　　　　　　　　　　　　　共産党議員団

　「老人医療費助成条例の廃止」など 5 つの条例改正で

ある。難病患者の対象拡大など一定評価できるが対象か

ら 218 人外れる。指定以外の歯医者や眼科、風邪など

の通院は負担増になる。

賛成討論　　　　　　　　　　　　　　　　熊取公明党

　この度の改正により真に必要な方へ助成が拡充される。

　今まで対象でなかった精神障がい者や難病患者の方、

ＤＶ被害者の方が助成対象。重度の障がいの方は年齢に

関わらず助成対象。子ども医療、ひとり親家庭医療は現

行制度を維持。今回対象外となられた方への丁寧な説明・

対応を要望し賛成する。

請願第２号　国民健康保険の大阪府統一化に伴い国保料の負担軽減を求める請願

大阪府が推進する国保の大阪府統一化に伴う国保料の値上げへの反対、一般会計からの法定外繰入の拡充、保

健事業にいっそう力を入れることを求めるもの

提出者：くまとり社会保障推進協議会　　紹介議員：江川慶子、鱧谷陽子、文野慎治

反対討論　　　　　　　　　　　　　　　　熊取公明党

　次の３点の理由で反対する。

・ 正確性にかける数値を基に値上げと判断することに理

解できない。

・ 赤字補填や国保料軽減のために一般会計からの法定外

繰入を熊取町は行っていない。国保加入以外の方から

は医療保険で国保への支援分として負担しているので、

一般会計からの繰り入れは二重の負担となる。

・ 医療水準を考慮して国保料を計算すれば熊取町は医療

水準が高いので保険料が上がるかもしれない。

賛成討論　　　　　　　　　　　　　　　共産党議員団

　国保加入者の４割が無職、約８割の世帯が所得２００

万円以下で、組合健保加入者の約２倍の保険料を負担し

ている。高齢者が多いため医療費が高くなり、保険料は

上がり、保険料を滞納せざるを得ない。国保が貧困を拡

大している。

　厚生労働省は法定外繰り入れの廃止を求めていない。

皆保険制度を維持するために市町村がやむを得ず行って

いる。府下でも、一人当たり平均１万円の法定外繰り入

れが行われている。大阪府統一化に伴う値上げに反対す

ると共に、府下並みの法定外繰り入れをすべき。

不採択

賛成多数で可決

請願第３号　 国民健康保険（国保）の賦課限度額を超える保険料を国と大阪府の

公費による法定繰入を求める請願

他の市町村と広く連携し、国と大阪府に積極的に働きかけ、国保会計に公費を法定繰入することを求めるもの

提出者：くまとり社会保障推進協議会　　紹介議員：江川慶子、鱧谷陽子、文野慎治

反対討論　　　　　　　熊取公明党

　中間所得層への負担軽減を図るた

めに賦課限度額の引き上げがある。

現在、公費の繰入は法に定められて

いないので、法定繰入という事自体

が理解できない。国保会計は、国か

らの補助と他の医療保険の保険料か

ら支援分として負担していただいて

いる。他の公費となると消費税とな

るが、国保にのみ消費税を使うのは

考え難い。以上の理由で反対する。

賛成討論　　　　　　共産党議員団

　高い国民健康保険料をいかにして

引き下げるか住民から提案されたも

のである。賦課限度額を超える分を

国や府から補てんすることにより、

中間所得者への保険料の負担軽減と

なる。

賛成討論　　　　　　　　熊愛の会

　国民健康保険は、加入者の応能負

担と応益負担と公費負担で支えられ

ている。応能負担に関して、低所得

者の7割、5割、3割の軽減分は公費で

補填されているが、賦課限度額を超

える部分は、中間所得者から徴収さ

れている。収納不足分を中間所得者

層に押しつけることは、税を含めた

応能負担の公平さを崩す事になる。

不採択



財
源
規
模
に
あ
う
職
員
数
の
組
織
を
目
指
せ
！

職
員
の
コ
ス
ト
と
問
題
意
識
の
強
化
を
！

熊
愛
の
会　

重
光　

俊
則

る
。
扶
助
費
は
義
務
的
経
費

に
分
類
さ
れ
、
支
出
を
任
意

に
調
整
で
き
な
い
経
費
で
改

革
に
は
困
難
を
伴
う
。

問　

28
年
度
及
び
29
年
度
の

熊
取
町
の
人
材
育
成
の
基
本

方
針
は
？

答　

職
員
研
修
の
ほ
か
、
現

在
は
人
事
評
価
制
度
を
実
施

し
て
お
り
、
上
司
か
ら
コ
ス

ト
感
覚
が
部
下
に
備
わ
る
よ

う
に
指
導
育
成
し
て
い
る
。

問　

コ
ス
ト
意
識
と
問
題
意

識
に
つ
い
て
の
今
後
の
改
善

方
策
は
？

答　

現
在
進
め
て
い
る
第
3

次
行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン

の
作
成
に
お
い
て
職
員
の
コ

ス
ト
意
識
や
問
題
意
識
を
よ

り
一
層
高
め
、
改
革
の
取
組

を
加
速
さ
せ
た
い
。

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

問　

人
件
費
増
大
の
原
因
と

今
後
の
対
策
は
？ 

答　

職
員
数
が
6
人
増
加
、

人
事
院
勧
告
対
応
で
の
職
員

給
与
の
増
加
、
退
職
手
当
の

増
加
が
原
因
で
あ
る
が
、
今

後
は
業
務
内
容
の
必
要
性
を

再
検
討
し
、
さ
ら
に
事
務
の

効
率
化
を
図
り
、
新
規
採
用

者
の
抑
制
な
ど
を
行
う
。

問　

臨
時
職
員
と
嘱
託
員
が

増
加
し
た
理
由
は
？ 

答　

正
職
員
の
時
間
外
勤
務

を
減
ら
す
た
め
で
あ
る
。

要
望　

町
長
は
「
身
の
丈
に

あ
っ
た
行
財
政
運
営
」
と
よ

く
言
わ
れ
て
い
る
が
、
今
の

町
の
財
源
規
模
に
あ
っ
た
職

員
数
の
組
織
を
目
指
す
べ
き

で
あ
る
。

問　

扶
助
費
増
大
の
原
因
と

今
後
の
対
策
は
？ 

答　

年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
、
介
護
訓
練

等
給
付
費
、
障
害
児
通
所
給

付
費
等
の
増
加
が
原
因
で
あ

問　

28
年
度
は
経
常
収
支
比

率
が
5
・
9
悪
化
し
99
・
9
と

な
っ
た
。
こ
の
原
因
と
今
後

の
改
善
対
策
は
？

答　

経
常
収
支
比
率
の
分
母

は
経
常
一
般
財
源
等
で
、
分

子
は
経
常
経
費
で
あ
る
が
、

28
年
度
は
左
表
と
な
っ
た
。

　

財
源
増
加
や
経
費
縮
小
は

容
易
で
な
い
が
、
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

新
政
ク
ラ
ブ　

矢
野　

正
憲

本
来
な
ら
も
う
少
し
転
出
超

過
が
大
き
か
っ
た
と
こ
ろ
に

歯
止
め
を
か
け
ら
れ
た
も
の

と
分
析
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
不
動
産
業
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
住
宅
は

高
額
の
買
物
で
あ
る
事
か
ら
、

勤
務
先
や
親
元
と
の
距
離
、

子
育
て
教
育
環
境
と
い
っ
た

理
由
で
決
定
し
て
い
る
方
が

大
半
と
の
事
で
、
分
析
や
検

証
に
は
財
政
状
況
と
と
も
に
、

こ
う
し
た
視
点
も
踏
ま
え
総

合
的
に
勘
案
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

要
望　

市
町
村
間
で
の
知
恵

比
べ
が
始
ま
っ
て
い
る
。
熊

取
町
に
定
住
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
、近
居
・
同
居
策
な
ど

で
新
た
に
固
定
資
産
の
課
税

免
除
な
ど
を
考
え
る
べ
き
だ
。

熊
取
町
に
定
住
し
て
も
ら
え

る
な
ら
、課
税
免
除
は「
未
来

へ
の
投
資
」だ
と
考
え
る
。

　
　

転
入
件
数
の
割
合
を
施

策
の
効
果
と
見
立
て
分
析
す

る
と
、
制
度
開
始
前
の
平
成

24
年
度
が
全
体
１
１
５
件
に

対
し
て
転
入
67
件
、
転
入
促

進
制
度
期
間
で
あ
る
平
成
25

年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で

の
３
年
間
の
平
均
は
全
体
１

２
６
件
に
対
し
て
転
入
70
件
、

平
成
28
年
度
は
全
体
１
０
４

件
に
対
し
て
転
入
55
件
と

な
っ
て
い
る
。

　

転
入
促
進
事
業
が
終
了
し

た
後
に
お
い
て
は
、
転
出
超

過
や
新
築
住
宅
へ
の
転
入
件

数
が
減
少
傾
向
に
な
っ
て
い

る
が
、
府
内
で
の
社
会
増
減

数
の
順
位
で
見
て
も
、
43
団

体
中
15
位
前
後
、
岸
和
田
以

南
の
８
団
体
に
お
い
て
も
２

位
か
ら
３
位
を
維
持
し
て
い

る
。
国
や
府
内
全
体
に
お
い

て
も
東
京
や
大
阪
市
内
と

い
っ
た
大
都
市
圏
へ
の
一
極

集
中
が
進
行
す
る
中
、
転
入

促
進
事
業
を
行
っ
た
事
で
、

　
　

平
成
25
年
か
ら
27
年
度

ま
で
の
３
年
間
、
７
つ
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
り
わ
け
新

築
住
宅
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
で
転
入
・
定
住
を
促
進

し
て
き
た
。
平
成
28
年
度
は

課
税
免
除
を
廃
止
し
て
丸
１

年
経
過
し
て
い
る
が
、
転
入

者
は
５
６
８
人
か
ら
４
１
８

人
１
５
０
人
減
少
し
て
い
る
。

　

熊
取
町
は
優
良
な
住
宅
地

と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
今

後
も
住
宅
地
と
し
て
発
展
す

る
た
め
に
は
、転
入
・
定
住
に

そ
く
し
た
新
た
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
の
検
討
が
必
要
だ
が
、

ど
う
考
え
る
か
？

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
の

25
歳
〜
39
歳
ま
で
の
転
入
転
出
に
つ
い
て
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問

問

問問問

問 問

答

答答答

答 答

答

会
派
代
表
質
問

熊
取
町
の
財
政
状
況

行
財
政
運
営
に
お
け
る

　

ト
ッ
プ
と
職
員
の
意
識

28年度経常収支比率に影響を及ぼす
分母・分子の数値（対27年度）

要
望

分
子

人件費 約１億  900万円＋
退職手当 約　　4000万円＋
扶助費 約　　4400万円＋
繰出金 約　　1200万円＋

分
母

町税 約　　5400万円－
譲与税 約  　　500万円－
各種税交付金 約１億5100万円－
地方交付税＋
臨時財政対策債

約　　8400万円－

要
望

３
月
（
予
算
）・
９
月
（
決
算
）
定
例
会
に
お
い
て
会
派
を
代
表
し
て
行
わ
れ
ま
す
。



転
入
定
住
促
進
に
つ
い
て

健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

熊
取
公
明
党　

二
見　

裕
子

ッ
ク
の
内
容
を
加
え
る
な
ど
、

若
年
世
代
を
含
め
幅
広
く
意

識
啓
発
に
取
り
組
む
。

問　

英
語
指
導
助
手
の
配
置

は
？

答　

外
国
人
英
語
指
導
助
手

5
名
の
う
ち
2
名
を
小
学
校

専
任
で
週
2
日
、
3
名
を
中

学
校
専
任
で
週
5
日
配
置
。

問　

小
学
校
の
英
語
教
科
化

に
伴
う
英
語
指
導
助
手
の
配

置
は
？

答　

平
成
30
年
9
月
以
降
、

小
学
校
専
任
を
2
名
か
ら
3

名
に
し
、週
3
日
配
置
予
定
。

問　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
？

答　

平
成
30
年
度
を
目
途
に

学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
、
他
の
学
校
施
設

の
中
長
期
的
な
維
持
管
理
に

係
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削

減
、予
算
の
平
準
化
を
図
り
、

学
校
と
の
協
議
を
行
う
。

答　

費
用
対
効
果
が
見
込
め

な
い
為
、導
入
予
定
は
な
い
。

問　

乳
が
ん
検
診
受
診
率

は
？

答　

20
．
3
％

問　

受
診
率
向
上
の
為
に
考

え
て
い
る
も
の
は
？

答　

40
歳
対
象
の
検
診
費
用

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
送
付
。

45
・
50
・
55
・
60
歳
の
節
目
年
齢

の
方
へ
の
は
が
き
で
の
受
診

勧
奨
。
働
く
世
代
の
方
で
も

受
診
し
や
す
い
環
境
整
備
等
。

問　

入
浴
時
に
使
え
る
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
配
布

は
？

答　

現
時
点
で
の
導
入
は
考

え
て
い
な
い
。
が
ん
検
診
啓

発
チ
ラ
シ
に
、
セ
ル
フ
チ
ェ

問　

若
年
者
向
け
情
報
誌
と

Ｐ
Ｒ
動
画
に
よ
る
効
果
は
？

答　

短
期
間
で
現
れ
る
も
の

で
は
な
い
の
で
、
認
知
度
の

向
上
を
目
指
し
取
り
組
む
。

問　

転
入
定
住
促
進
と
し
て

考
え
て
い
る
も
の
は
？

答　

こ
れ
ま
で
の
二
見
議
員

か
ら
の
提
案
の
三
世
代
同

居
・
近
居
や
新
婚
世
帯
の
補

助
と
い
っ
た
施
策
の
研
究
は

継
続
し
て
い
る
。

問　

全
国
版
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
参
入
は
？

答　

空
き
家
バ
ン
ク
の
今
年

度
中
の
創
設
に
向
け
て
、
準

備
を
進
め
て
い
る
。

問　

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
に
よ
る
大
学
生
の
住
民

登
録
者
率
を
増
や
す
の
は
？

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
誘
致
の
為
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
早
期
開
設
を
！

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
導
入
に
向
け
、
早
期
計
画
立
案
を
望
む
！

国
の
地
域
再
生
制
度
の
積
極
的
な
有
効
活
用
を
！

新
守
ク
ラ
ブ　

佐
古　

員
規

ス
ペ
ー
ス
で
も
開
設
可
能
な

事
か
ら
本
町
で
も
取
組
み
易

く
、
空
き
家
対
策
の
効
果
も

あ
る
こ
と
か
ら
も
必
要
性
を

感
じ
て
お
り
、
財
源
確
保
も

含
め
研
究
し
て
参
り
た
い
。

要
望　

是
非
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
創
業
及
び
誘
致
等
の
積
極

的
な
支
援
推
進
を
！

が
、大
阪
府
内
で
も
４
団
体
、

７
事
業
の
認
定
に
留
ま
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
事
、
返
礼

品
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
事
、

控
除
額
が
２
倍
に
拡
充
さ
れ

た
と
は
い
え
４
割
の
負
担
が

あ
る
事
な
ど
あ
り
、
個
人
版

に
比
べ
浸
透
し
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
し
か
し
今
後
は

他
団
体
の
優
良
事
例
等
を
参

照
に
企
業
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
含
め
、

活
用
を
検
討
し
た
い
。

要
望　

こ
の
項
目
に
つ
い
て

も
全
く
受
け
身
で
あ
り
、
積

極
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
本

当
に
行
革
を
行
う
意
思
が
あ

る
の
か
疑
問
に
感
じ
る
。

　

他
市
が
行
っ
て
い
な
い
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
で
是
非
積
極

的
に
推
進
し
て
頂
き
た
い
。

問　

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
等
誘
致

と
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
開
設
等
の
考
え
は
？

答　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

は
ビ
ル
や
空
き
店
舗
な
ど
少

問　

地
域
再
生
法
の
活
用

は
？ 

答　

同
制
度
に
お
け
る
国
へ

の
地
域
再
生
計
画
申
請
に
は

企
業
か
ら
の
寄
付
の
内
諾
等

が
必
要
な
こ
と
か
ら
再
生
計

画
を
策
定
し
て
い
な
い
た
め

活
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

要
望　

全
く
や
る
気
が
み
え

な
い
。
財
源
確
保
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
？
積
極
的
に

活
用
す
べ
し
！

問　

今
後
の
自
主
的
・
自
律

的
な
取
り
組
み
は
？

答　

く
ま
と
り
創
生
戦
略
等

で
推
進
し
て
い
る
が
今
後
も

地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
取

組
を
行
う
上
で
も
、
財
源
確

保
と
し
て
も
制
度
の
活
用
を

検
討
し
た
い
。

問　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
考
え
は
？

答　

こ
の
制
度
は
企
業
が
約

６
割
に
相
当
す
る
税
制
優
遇

が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
あ
る

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼
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問

問問 問

問問 問

問問問 答

答答 答

答答 答

答

答答

会
派
代
表
質
問

答答答

答

国
の
再
生
制
度
の
活
用

企
業
誘
致
に
つ
い
て

問問問

問 要
望

要
望

要
望

転
入
定
住
促
進
に
つ
い
て

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て



「
国
民
健
康
保
険
制
度
の
状
況
」・「
防
災
に
つ
い

て
」・「
消
防
・
救
急
の
確
認
」・「
就
学
援
助
の
入

学
準
備
金
の
入
学
前
支
給
に
つ
い
て
」

部
署
別
歳
出
資
料
（
委
託
料
）
に
つ
い
て

「
本
町
の
強
み
の
教
育
」
は
何
が
優
れ
て
い
る
の
か

行
政
運
営
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

共
産
党
議
員
団　

江
川　

慶
子

未
来　

阪
口　

均

問　

消
防
署
の
広
域
化
前
後

の
車
両
の
配
備
、職
員
数
、会

計
。
ま
た
通
報
か
ら
現
場
到

着
所
要
時
間
の
状
況
は
い
か

が
か
？

答　

車
両
配
備
は
同
数
。
職

員
は
49
名
か
ら
42
名
に
。
本

部
に
所
属
し
た
た
め
。
負
担

金
は
年
々
増
加
し
平
成
28
年

度
は
広
域
化
前
の
費
用
よ
り

高
く
な
っ
て
い
る
。
通
報
か

ら
現
場
到
着
所
要
時
間
は
平

均
６
分
42
秒
。
泉
州
南
消
防

組
合
で
は
統
計
数
値
の
把
握

は
し
て
い
な
い
。

問　

何
度
も
質
問
し
て
い
る

が
必
要
な
時
に
入
学
準
備
金

を
支
給
で
き
な
い
か
？

答　

制
度
設
計
を
町
長
か
ら

も
急
ぐ
よ
う
に
言
わ
れ
て
い

る
。
課
税
年
度
の
変
更
等
検

討
す
る
。

ア
ッ
プ
」
は
人
口
の
増
加
に

も
大
き
く
貢
献
す
る
。
子
ど

も
を
育
て
る
環
境
の
良
さ
は

人
口
流
入
の
大
き
な
要
素
で

も
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
頭
に

入
れ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

問　

公
共
施
設
整
備
基
金
と

財
政
調
整
基
金
の
残
額
は
？

答　

平
成
28
年
度
末
で
合
計

約
19
億
円（
現
金
ベ
ー
ス
）。

問　

今
後
の
経
費
削
減
の
取

り
組
み
と
人
員
削
減
は
？

答　

超
過
勤
務
の
削
減
や
新

規
採
用
の
抑
制
で
人
件
費
を

抑
え
て
い
き
た
い
。
人
員
削

減
に
つ
い
て
も
行
う
。

答　

地
域
防
災
計
画
に
定
め

「
防
災
マ
ッ
プ
」を
各
世
帯
に

配
布
。
指
定
避
難
所
は
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
利
用
し
フ

ロ
ア
を
利
用
し
て
工
夫
す
る
。

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
計
画
的

対
応
し
て
い
く
。
警
報
は
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
、
Ｈ

Ｐ
・
Ｆ
Ｂ
の
活
用
、携
帯
電
話

の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
発
信
、

広
報
車
に
よ
る
周
知
な
ど
努

め
る
。「
地
域
防
災
計
画
」の

概
要
版
は
計
画
の
修
正
も
あ

り
検
討
す
る
。

要
望　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
令

と
運
用
は
慎
重
に
。

問　

本
町
の
教
育
で
優
れ
て

い
る
と
こ
ろ
は
？

答　

本
町
に
あ
る
四
つ
の
大

学
を
活
用
し
た
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
生
の
受
け
入
れ
。
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・

Ａ
Ｌ
Ｔ
・
図
書
館
司
書
の
充

実
。
な
ど
が
あ
る
。

問　

「
教
育
の
町
」と
聞
い
て

イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
、
学
力

が
高
い
こ
と
を
想
像
す
る
。

し
か
し
今
の
熊
取
町
の
小
・

中
学
生
の
学
力
は
大
阪
府
で

中
の
上
と
は
い
う
も
の
の
大

阪
府
は
全
国
で
も
後
ろ
の
ほ

う
に
あ
る
。
将
来
あ
る
子
供

た
ち
の
た
め
に
も
学
力
の
底

上
げ
は
大
事
な
の
で
は
？

答　

確
か
に
学
力
は
否
定
す

る
つ
も
り
は
な
い
が
、
教
育

委
員
会
と
し
て
は
子
ど
も
た

ち
に「
生
き
る
力
」を
地
道
に

つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

要
望　

「
教
育
の
町
＝
学
力

問　

昨
年
の
保
険
料
引
上
げ

と
今
年
度
引
き
下
げ
に
な
っ

た
状
況
を
聞
く
。
ま
た
大
阪

府
統
一
化
の
進
捗
状
況
は
？

答　

平
成
27
年
度
決
算
は
保

険
給
付
費
の
増
加
と
前
年
度

決
算
の
赤
字
分
で
保
険
料
を

引
き
上
げ
た
。
平
成
28
年
度

は
保
険
料
増
、
国
庫
支
出
金

及
び
共
同
事
業
交
付
金
の
増
、

保
険
給
付
費
の
減
で
、
６
３

５
２
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

よ
っ
て
平
成
29
年
度
の
保
険

料
は
引
き
下
げ
た
。
大
阪
府

統
一
に
つ
い
て
は
情
報
収
集

し
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
く
。

問　

避
難
場
所
の
確
認
、
周

知
の
徹
底
、
備
品
、
授
乳
室
、

救
護
室
、
相
談
室
や
ト
イ
レ

の
洋
式
化
、警
報
の
出
し
方
、

避
難
の
仕
方
、
地
域
防
災
計

画
の
概
要
版
で
の
周
知
を
求

め
る
が
い
か
が
か
？

問　

数
々
あ
る
委
託
料
に
つ

い
て
、
な
ぜ
い
ろ
ん
な
部
署

か
ら
多
く
の
委
託
先
に
対
し

て
発
注
し
て
い
る
の
か
？ 

答　

例
え
ば
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

取
り
上
げ
れ
ば
、
同
じ
項
目

の
委
託
で
も
業
者
に
よ
っ
て

で
き
る
こ
と
が
異
な
る
の
で

全
部
を
ま
と
め
ら
れ
る
も
の

と
は
考
え
に
く
い
。

問　

す
べ
て
が
そ
う
と
も
い

え
な
い
。
縦
割
り
行
政
の
影

響
が
あ
る
。
植
木
剪
定
の
場

合
つ
な
が
っ
た
敷
地
を
、
三

つ
の
部
署
が
ま
ち
ま
ち
に
発

注
し
て
い
る
。
変
で
は
な
い

か
？

答　

確
か
に
そ
う
思
え
る
も

の
も
あ
る
の
で
、
今
後
見
直

し
て
い
き
た
い
。

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

くまとり議会だより　平成29年11月発行  No.3911

答

答答

答

問問

問問

要
望

会
派
代
表
質
問

答

答

答答

答

答 委
託
料
に
つ
い
て

本
町
の
教
育
に
つ
い
て

問

問

問問

問

問

行
政
運
営
ア
ク
シ
ョ
ン

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

要
望

国
民
健
康
保
険
制
度

防
災
に
つ
い
て

消
防
・
救
急
に
つ
い
て

就
学
援
助
金
の
入
学
前
支
給

に
つ
い
て



学
校
へ
の
入
学
年
度
開
始
前

に
支
給
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

本
町
は
ど
う
取
組
む
の
か
？

答　

周
辺
市
町
の
状
況
を
注

視
し
、課
題
の
整
理
を
行
い
、

入
学
前
支
給
の
実
施
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
状
況
は
？

答　

人
口
比
率
で
約
９
．６
％
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
て
住
民
票
や
印
鑑

登
録
証
明
書
等
を
コ
ン
ビ
ニ

で
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
て
い
る
市
町
村
が
増

え
て
き
て
い
る
。
本
町
も
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
し
て

取
り
組
ん
で
は
？

答　

自
動
交
付
機
は
シ
ス
テ

ム
業
界
が
撤
退
方
向
で
存
続

が
厳
し
い
状
況
。
コ
ン
ビ
ニ

交
付
導
入
の
方
向
で
積
極
的

に
検
討
し
て
い
る
。

２
名
が
観
察
し
て
い
る
。
専

門
職
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

行
い
乳
幼
児
へ
の
支
援
の
必

要
性
や
支
援
方
法
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
、
早
期
支
援
に

努
め
て
い
る
。

問　

ゲ
イ
ズ
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

（
社
会
性
発
達
評
価
装
置
）の

活
用
に
つ
い
て
は
？

答　

早
期
の
活
用
は
考
え
て

い
な
い
が
、
導
入
し
て
い
る

自
治
体
の
調
査
研
究
を
行
う
。

問　

本
年
、
文
科
省
は
補
助

金
要
綱
を
改
正
し
「
新
入
学

児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を
小

問　

す
く
す
く
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
利
用
状
況
は
？

答　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
と

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
す
く
す
く
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
。
妊
娠

届
時
に
全
て
の
妊
婦
に
保
健

師
が
支
援
計
画
を
作
成
。

問　

産
後
２
週
間
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
活
用
状
況
は
？

答　

３
市
３
町
で
昨
年
４
月

よ
り
実
施
。
医
療
機
関
で
産

婦
の
心
身
の
状
況
確
認
や
乳

児
の
発
育
状
況
の
確
認
を
行

っ
て
い
る
。

問　

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充

に
つ
い
て
の
検
討
状
況
は
？

答　

産
院
へ
の
宿
泊
や
日
帰

り
に
よ
る
実
施
を
３
市
３
町

で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問　

発
達
障
が
い
の
早
期
発

見
・
早
期
療
育
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
ど
う
か
？

答　

乳
幼
児
健
診
で
保
健
師

主
導
」
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

へ
と
改
善
し
、
町
長
は
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、

町
の
方
向
性
を
し
っ
か
り
示

す
べ
き
。

問　

夏
季
の
来
園
者
数
は
？

 

答　

右
図
参
照
。

要
望　

夏
季
の
来
園
者
が
激

減
し
て
い
る
。
水
遊
び
場
や

夜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、

来
園
者
を
増
や
す
為
の
策
を

長
期
的
な
視
点
で
計
画
し
て

い
く
べ
き
だ
。

問　

平
成
27
年
に
導
入
さ
れ

た「
地
方
創
生
」の
現
在
ま
で

の
補
助
金
獲
得
状
況
は
？

答　

昨
年
２
件
が
採
択
。

 　
　
　

貝
塚
市
以
南
で
は
、

本
町
の
獲
得
金
額
は
最
低
だ
。

現
在
の
総
合
戦
略
を
「
住
民

問　

予
想
を
遥
か
に
上
回
る

ス
ピ
ー
ド
で
人
口
が
減
少
。

若
者
・
子
育
て
世
代
の
転
出

超
過
も
起
因
し
て
い
る
。
対

策
と
し
て
『
近
居
支
援
』
や

『
空
き
家
バ
ン
ク
』を
導
入
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が
？

 　
　

引
き
続
き「
近
居
支
援
」

の
導
入
を
検
討
す
る
。「
熊

取
版
空
き
家
バ
ン
ク
」は
、今

年
度
中
に
導
入
予
定
。

宿
泊
や
日
帰
り
に
よ
る
産
後
ケ
ア
体
制
を
！

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給
を
！

コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
！

渡
辺　

豊
子

人
口
減
少
が
止
ま
ら
な
い
！　

今
後
ど
う
対
応
す
る
？

『
地
方
創
生
』
の
補
助
金
獲
得
額
は
最
低
！　

今
後
の
計
画
は
？

ゆ
め
の
森
公
園
の
来
園
者
が
激
減
！　

今
後
の
対
策
は
？

浦
川　

佳
浩

問問

問

問問

問問

問

答答

答

答 答答

答答

答

答

答

問

問

問

要
望

要
望

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

発
達
障
が
い
の
早
期
発
見

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

就
学
援
助
の
入
学
前
支
給
に

つ
い
て

ゆ
め
の
森
公
園
の
来
園
者
が

激
減
し
て
い
る
問
題

ゲイズファインダー

止
ま
ら
な
い
人
口
減
少
問
題

「
地
方
創
生
」
取
り
組
み

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼
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一
般
質
問

定
例
会
に
お
い
て
、
各
議
員
が
行
う
町
政
全
般
に
関
す
る
質
問
で
す
。



Ｋ
Ｐ
Ｉ
実
績
値
調
査
票(

Ａ
Ｌ
Ｔ･

学
校
図
書
館
司
書)

に
つ
い
て

熊
取
町
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

坂
上　

昌
史

く
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
い
う
か
た
ち
で
無

く
と
も
、
事
業
に
対
す
る
成

果
を
分
か
り
や
す
く
発
表
し

て
頂
き
た
い
。

問　

現
在
の
投
稿
の
目
的

は
？

答　

普
段
は
主
に
町
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
、
緊
急
時

に
は
防
災
情
報
も
投
稿
し
て

い
る
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
、
か

つ
着
実･
効
果
的
に
利
用
者

へ
町
の
情
報
を
発
信
し
Ｐ
Ｒ

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

8
．
1
ポ
イ
ン
ト
高
い
結
果

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
目
標
設
定
に
つ

い
て
は
適
切
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。

問　

教
育
委
員
会
が
取
り
組

ん
だ
事
業
の
成
果
が
わ
か
り

に
く
い
目
標
設
定
で
は
な
い

か
？

答　

各
事
業
で
ど
の
よ
う
な

成
果
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の

中
で
何
を
課
題
と
し
て
い
く

の
か
き
ち
ん
と
示
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
た
だ
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
つ

い
て
は
、
こ
の
目
標
で
い
き

た
い
。

要
望　

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
目
標
設
定

は
事
業
の
成
果
が
わ
か
り
に

問　

Ａ
Ｌ
Ｔ･

学
校
図
書
館

司
書
に
求
め
る
効
果
は
？

答　

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ピ
ー
カ
ー
と
ふ
れ
あ
う
機

会
や
実
際
に
英
語
を
活
用
で

き
る
場
面
が
増
え
、
そ
の
こ

と
が
英
語
学
習
の
動
機
付
け

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
学

校
図
書
館
司
書
は
学
校
図
書

館
の
環
境
整
備
や
読
み
聞
か

せ
な
ど
行
い
本
に
親
し
む
機

会
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た

司
書
が
適
切
な
本
を
届
け
る

こ
と
で
幅
広
い
学
習
を
効
果

的
に
進
め
る
事
が
出
来
る
。

問　

目
標
設
定
は
適
切
か
？

答　

全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
の
質
問
に
お
い
て
「
将
来
、

外
国
へ
留
学
し
た
り
、
国
際

的
な
仕
事
に
つ
い
て
み
た
り

し
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
に

対
す
る
中
学
３
年
生
の
肯
定

的
な
回
答
は
、
全
国
よ
り
も

鳥
獣
被
害
の
実
態
に
つ
い
て

熊
取
猟
友
会
に
つ
い
て

服
部　

脩
二

　

「
わ
な
猟
免
許
」は
全
員
が

取
得
し
、「
銃
猟
免
許
」
は
5

人
が
取
得
し
て
い
る
。

問　

鳥
獣
の
捕
獲
手
段
、
方

法
、処
分
の
違
い
は
？

答　

「
イ
ノ
シ
シ
」
は
、
担
当

者
が
捕
獲
檻
・
く
く
り
わ
な

に
つ
い
て
、
状
況
確
認
や
え

さ
の
入
れ
替
え
な
ど
の
管
理
、

目
撃
情
報
や
痕
跡
等
か
ら
効

果
的
な
設
置
場
所
を
検
討
し
、

移
設
を
行
う
。

　

「
ア
ラ
イ
グ
マ
」
は
、
檻
に

よ
る
捕
獲
で
、措
置
は
、猟
友

会
に
依
頼
し
、個
体
の
運
搬
・

措
置
・
檻
の
再
設
置
を
行
っ

て
い
る
。

問　

活
動
支
援
と
し
て
、
報

奨
金
等
は
昨
年
度
い
く
ら
出

し
た
か
？

答　

昨
年
度
は
、
55
万
8
千

円
支
払
っ
た
。
猟
友
会
は
、

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
連
携

を
密
に
し
て
参
り
た
い
。

わ
な
」に
よ
る
捕
獲
、農
地
へ

の
侵
入
防
止
す
る
た
め
電
気

柵
が
有
効
な
対
策
。

　

今
年
度
は
、
新
設
さ
れ
た

「
熊
取
町
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
協
議
会
」に
、全
額
補
助
対

象
と
な
る
国
の
「
鳥
獣
被
害

防
止
総
合
支
援
事
業
」
を
活

用
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

檻
の
購
入
補
助
の
手
続
き
を

進
め
て
い
る
。

問　

猟
友
会
の
、狩
猟
免
許
・

年
齢
別
人
数
は
？

答　

年
代
別
会
員
の
人
数
は
、

30
代
は
1
人
、
40
代
は
1
人
、

50
代
は
1
人
、
60
代
は
8
人
、

70
代
は
1
人
の
計
12
人
で
す
。

問　

平
成
24
年
か
ら
5
年
間

の
、
有
害
鳥
獣
別
被
害
件
数

と
被
害
金
額
及
び
捕
獲
件
数

の
推
移
は
？

答　

左
表
の
通
り
。

問　

効
果
的
な
被
害
防
止
対

策
と
取
組
み
状
況
は
？

答　

「
箱
わ
な
」
や
「
く
く
り

鳥
獣
被
害
の
実
態
に
つ
い
て

熊
取
猟
友
会
に
つ
い
て

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼
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問問

問

問 問

答答

答

答 答

一
般
質
問

問問

問

問

答答

答

答

要
望

熊
取
町
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

K
P
I
実
績
値
等
調
査
票

（
A
L
T
･
学

校

図

書

館

司
書
）
に
つ
い
て

イノシシ関係 アライグマ関係

捕獲頭数
被害面積

ha
年間被害金額 平成 捕獲頭数

被害面積
ha

年間被害金額

７４ １．２ 141万円 24年 ３３ ０．３０ 238万8千円

７５ １．２ 126万円 25年 ３２ ０．２３ 138万4千円

１１ １．２ 102万6千円 26年 ４３ ０．２４ 138万6千円

８４ １．２ 228万9千円 27年 ２４ ０．２４ 106万2千円

８２ １．２ 228万9千円 28年 ５２ ０．２４ 106万2千円



談
合
問
題
の
「
債
権
回
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の

現
状
に
つ
い
て

文
野　

慎
治

答　

Ｐ
Ｔ
委
員
が
談
合
事
件

か
ら
の
一
連
の
経
過
文
書
よ

り
当
時
の
町
の
対
応
に
つ
い

て
検
証
し
、
報
告
書
と
し
て

取
り
ま
と
め
提
言
し
て
頂
く
。

問　

中
西
前
町
長
に
対
し
、

「
談
合
事
件
に
よ
る
業
者
に

対
す
る
債
権
を
違
法
に
回
収

を
怠
り
、
町
及
び
住
民
に
多

大
な
損
害
を
与
え
た
」
と
し

て
、
藤
原
町
長
か
ら
訴
訟
の

提
起
を
検
討
す
べ
き
。

　
　

（
町
長
）
現
状
は
、
私
の

正
義
感
に
お
い
て
も
認
め
ら

れ
な
い
。
判
決
文
を
公
に
し

な
い
な
ど
、「
情
報
操
作
」
が

あ
っ
た
。
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
事
。
早
期
に
や
る
べ
き
事

を
実
行
し
て
い
れ
ば
長
い
時

間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
行

政
に
対
す
る
不
信
は
払
拭
さ

れ
て
い
な
い
。
社
会
的
・
道

義
的
に
、
中
西
前
町
長
の
責

任
は
重
い
。

問　

恒
常
的
談
合
を
主
導
し

て
き
た
組
合
幹
部
２
名
と
２

社
を
重
点
に
置
き
、
最
優
先

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
？

答　

Ｐ
Ｔ
委
員
に
お
い
て
、

担
当
す
る
債
務
者
を
分
担
し
、

個
別
に
検
討
。「
最
強
の
法

的
手
段
」の
検
討
、執
行
に
よ

る
効
果
・
問
題
点
の
整
理
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
状
況
。

要
望　

債
務
者
の
言
い
分
を

鵜
呑
み
に
し
て
い
る
だ
け
で

は
回
収
で
き
な
い
。
債
務
者

情
報
も
公
開
す
べ
き
。
町
民

か
ら
真
の
情
報
も
入
る
。
贅

沢
な
生
活
振
り
や
、
死
亡
し

そ
の
相
続
人
が「
相
続
放
棄
」

と
の
情
報
も
あ
る
。
住
民
感

情
か
ら
も
納
得
で
き
る
手
段

を
講
じ
て
欲
し
い
。

問　

中
西
前
町
長
の
事
件
発

覚
か
ら
裁
判
中
に
お
い
て
、

な
す
べ
き
事
を
怠
っ
た
事
に

つ
い
て
、法
的
・
道
義
的
責
任

の
有
無
に
つ
い
て
の
議
論
は

な
さ
れ
て
い
る
か
？

問　

平
成
28
年
12
月
議
会
で

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
２

件
の
請
願
の
主
旨
を
統
合
す

る
形
で
Ｐ
Ｔ
が
始
動
し
た
。

開
催
状
況
と
進
捗
状
況
は
？

答　

5
回
開
催
。
4
回
目
は

弁
護
士
が
本
町
へ
来
庁
し
、

一
連
の
経
過
文
書
を
直
接
検

証
。

問　

3
月
議
会
会
派
質
問
に

対
す
る
町
長
答
弁
、「
住
民
・

議
員
へ
の
情
報
提
供
と
意
見

を
伺
う
機
会
を
設
け
る
」
の

具
体
的
実
現
は
？

答　

10
月
に「
中
間
報
告
」と

し
て
実
現
さ
せ
る
。

談
合
問
題
に
つ
い
て

太
極
拳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
活
性
化
す
る
た
め
に

く
ま
と
り
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
活
性
化
す
る
た
め
に

阪
口　

均

問　

参
加
者
の
推
移
は
？

答　

参
加
者
は
平
成
25
年
が

１
５
５
６
人
で
年
々
減
少
傾

向
に
あ
る
平
成
28
年
は
１
１

４
９
人
。

問　

町
内
で
の
認
知
度
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
か
？

答　

広
報
紙
・
チ
ラ
シ
・
報
道

機
関
等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
の

で
一
定
の
認
知
は
さ
れ
て
い

る
と
判
断
し
て
い
る
。

要
望　

①
町
外
の
中
学
生
の

数
の
割
に
町
内
の
人
数
が
少

な
い
。
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
を
。

②
体
大
に
お
願
い
し
て
、
本

格
的
な
走
り
を
披
露
し
て
も

ら
う
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
性
を

高
め
て
来
場
者
を
増
や
す
努

力
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

１
８
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
平

成
28
年
は
１
２
０
０
人
と

徐
々
に
減
少
し
て
い
る
。

問　

町
内
の
認
知
度
は
？

答　

演
武
者
や
サ
ー
ク
ル
の

代
表
者
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
を
し
、

広
報
紙
・
Ｈ
Ｐ
・
ポ
ス
タ
ー
等

を
通
じ
て
一
定
の
認
知
は
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。

要
望　

「
太
極
拳
の
ま
ち
く

ま
と
り
」
と
い
っ
て
い
る
以

上
、
目
立
つ
方
法
で
し
っ
か

り
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
。

問　

当
日
の
交
通
機
関
は
？

答　

自
家
用
車
、自
転
車
、ひ

ま
わ
り
バ
ス
で
あ
る
。

要
望　

状
況
に
応
じ
て
熊
取

駅
か
ら
会
場
ま
で
、
南
海
バ

ス
の
ピ
ス
ト
ン
運
行
を
考
え

て
も
ら
い
た
い
。

問　

将
来
へ
の
対
策
は
？

答　

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
多

く
の
住
民
の
健
康
づ
く
り
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

回
収
状
況
は
？

答　

29
年
８
月
末
で
、
２
億

２
８
５
９
万
４
５
０
８
円
。

10
社
完
納
、３
社
分
割
納
付
、

残
り
10
社
と
個
人
２
名
は
支

払
っ
て
い
な
い
。

問　

広
報
掲
載
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
？
回
収
率
の
掲
載
は
？

答　

本
年
と
昨
年
は
３
月
号

広
報
紙
に
掲
載
し
、
そ
れ
以

前
は
適
宜
掲
載
し
た
。
回
収

率
の
掲
載
は
し
て
い
な
い
。

問　

定
期
的
に
、
そ
し
て
回

収
率
も
載
せ
て
も
ら
い
た
い
。

答　

今
後
は
年
２
回
程
度
、

回
収
率
も
わ
か
り
や
す
く
掲

載
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

問　

参
加
者
の
推
移
は
？

答　

参
加
者
は
平
成
25
年
の

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼
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債
権
回
収
プ
ロ
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チ
ー
ム
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の
現
状
に
つ
い
て

問

問

問 答

答 答



介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
る
熊
取
町
で
の
影
響
に
つ
い
て

核
兵
器
禁
止
条
約
が
成
立
し
た
こ
と
に
つ
い
て鱧

谷　

陽
子

問　

現
在
の
障
が
い
児
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
？

答　

利
用
者
、
78
名
。
施
設

数
は
12
。
府
の
認
可
で
あ
る
。

問　

国
連
で
核
兵
器
禁
止
条

約
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
ど

う
考
え
る
か
？

答　

本
町
と
し
て
は
、
核
兵

器
の
根
絶
を
訴
え
る
と
共
に

日
本
政
府
に
対
し
て
は
、
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、

核
兵
器
保
有
国
と
非
保
有
国

双
方
の
橋
渡
し
と
な
る
よ
う

願
っ
て
い
る
。

問　

7
期
に
お
け
る
自
立
支

援
・
重
度
化
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
は
？

答　

タ
ピ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
現
在
7
か
所
で
支
援
中
、

7
期
に
位
置
づ
け
る
。
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深

化
・
推
進
の
為
、機
能
強
化
策

も
計
画
中
。

要
望　

国
は
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
「
医
療

か
ら
介
護
へ
」「
介
護
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
」
の
流
れ
に

よ
り
、安
上
が
り
で
、効
率
的

な
制
度
を
推
進
し
て
い
る
。

利
用
者
の
こ
と
を
考
え
て
の

施
策
を
要
望
す
る
。

問　

7
期
に
お
け
る
共
生
型

サ
ー
ビ
ス
と
は
？

答　

介
護
保
険
と
障
が
い
福

祉
の
両
方
の
制
度
に
高
齢
者
、

障
が
い
児
者
が
共
に
利
用
で

き
る
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
。

問　

平
成
29
年
度
8
月
負
担

限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

一
割
負
担
の
世
帯
は
3
年
間

の
据
え
置
き
だ
が
、
影
響

は
？

答　

40
世
帯
60
人
に
影
響
。

12
世
帯
21
名
は
3
年
間
の
猶

予
。
28
世
帯
39
名
は
8
月
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

問　

平
成
30
年
8
月
よ
り
現

役
世
帯
並
み
の
所
得
者
は
3

割
負
担
と
な
る
が
影
響
は
？

答　

所
得
金
額
２
２
０
万
円

以
上
か
つ
年
金
と
そ
の
他
収

入
合
計
３
４
０
万
円
以
上
の

方
で
今
の
賦
課
状
況
で
、
87

名
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
65

名
の
内
15
名
は
今
の
2
割
負

担
で
限
度
額
に
達
し
て
い
る

の
で
、負
担
は
変
わ
ら
な
い
。

50
名
は
限
度
額
に
達
し
て
い

な
い
た
め
負
担
が
増
え
る
。

重
光　

俊
則

問　

28
年
度
の
応
援
寄
附
は

約
4
億
円
に
も
の
ぼ
り
、
謝

礼
品
の
拡
充
な
ど
町
の
努
力

は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
の
た
び
町
職
員
か
ら
の
寄

附
の
情
報
が
開
示
さ
れ
た
こ

と
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
の
基
本
及
び
個
人
情
報
か

ら
問
題
で
は
な
い
か
？

答　

個
人
情
報
の
配
慮
に
欠

け
た
こ
と
を
反
省
す
る
。

問　

近
年
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
取
組
は
？

答　

「
ほ
ほ
え
み
子
育
て
熊

取
町
」
の
冊
子
を
作
成
。
町

問　

ト
イ
レ
洋
式
化
に
取
組

ん
で
こ
な
か
っ
た
理
由
と
今

後
の
洋
式
化
計
画
は
？

答 

（
町
長
）　

他
自
治
体
と

比
較
し
て
、
熊
取
は
教
育
委

員
会
と
の
連
携
が
十
分
で
な

く
計
画
的
で
な
か
っ
た
。

問　

今
後
の
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
計
画
は
？ 

答　

小
学
校
の
空
調
設
備
を

優
先
し
、
建
築
年
数
の
多
い

学
校
か
ら
大
規
模
改
修
に
合

わ
せ
て
実
施
す
る
等
、
国
の

交
付
金
の
採
択
を
条
件
に
実

施
し
て
い
き
た
い
。

要
望　

①
熊
取
町
の
悪
い
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
に

も
、
全
庁
で
検
討
を
行
い
、 

ト
イ
レ
の
早
期
洋
式
化
に
取

り
組
ん
で
欲
し
い
。

②
施
設
・
設
備
の
管
理
で
は

専
門
技
術
が
必
要
で
あ
る
。

町
全
体
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
部
の
設
置

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

内
大
学
生
と
の
協
働
に
よ
り

動
画「
熊
取
も
の
が
た
り
」を

作
成
し
、Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

問　

熊
取
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

等
で
国
の
金
を
取
り
に
行
く

姿
勢
が
感
じ
ら
れ
な
い
が
？

答　

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
反

省
し
、
近
隣
自
治
体
も
参
考

に
し
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

要
望　

他
の
自
治
体
で
は
、

き
れ
い
で
わ
か
り
や
す
い
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
親
し
み
を

感
じ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動

画
を
配
信
し
て
い
る
。
ま
た
、

藤
原
町
政
に
な
っ
て
一
年
半

経
過
し
て
い
る
が
、
未
だ
に

前
町
長
の
写
真
等
を
掲
載
し

て
い
た
企
画
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
問
題
で
あ
る
。

　

熊
取
町
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

（
ど
こ
と
比
べ
、何
を
差
別
化

す
る
の
か
）を
明
確
に
し
、成

果
を
あ
げ
て
欲
し
い
。

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
早
期
整
備
を
！

町
職
員
の
寄
附
情
報
の
開
示
は
問
題
だ
！

効
果
の
あ
が
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
！

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼
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一
般
質
問

3
割
負
担
の
影
響
は
？

学
校
施
設
の
管
理

第
7
期
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て

問

問

問問

問 問

問

問

問問

問

答

答

答答

答 答

答

答

答答

答

要
望

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
限

度
額
引
き
上
げ
に
つ
い
て

要
望

要
望



○会議はいずれも午前10時からです。
　（12月12日(火)の議会運営委員会のみ
　　　　　　　　　午後1時30分からです。）

●本会議の日程　12月６日(水)・７日(木)・19日（火）
　　　　　　　　【予備日】12月８日(金)
●委員会の日程　（別室での傍聴となります）

【議 会 運 営 委 員 会】 11月30日(木)・12月12日(火)
【事業厚生常任委員会】 12月12日(火)
【総務文教常任委員会】 12月14日(木)

みんなの議会、傍聴しませんか？

 12月定例会予定 議事の進み具合により、会議が終了している場合もあります。

日程は変更する場合があります。直前にお問い合わせください。
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班 29年11月実施予定　（９月議会報告）

1 七山・・・・・11月11日（土）午後７時～　七山公民館

2
成合・・・・・11月11日（土）午後７時～　老人憩いの家
桜が丘・・・11月25日（土）午後６時～　自治会集会所

3
青葉台・・・11月４日（土）午後７時～　老人憩いの家
紺屋・・・・・11月18日（土）午後７時～　老人憩いの家

班
30年２月実施予定
（12月議会報告）

30年５月実施予定
（３月議会報告）

1
泉陽ヶ丘
和田

東和苑

水荘園・大久保サニーハイツ

2 野田
緑ヶ丘
公社熊取

3
大原
つつじヶ丘

翠松苑

編 

集 

後 

記

　

議
会
だ
よ
り
の
目
的
は
、

議
員
・
議
会
の
活
動
を
住
民

の
み
な
さ
ん
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
読
ん
で
み
た

く
な
る
頁
レ
イ
ア
ウ
ト
と
な

る
よ
う
見
出
し
・
余
白
な
ど

工
夫
し
て
み
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

聞
き
な
が
ら
改
善
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
れ
か
ら
ど
ん

な
国
政
が
展
開
さ
れ
る
の
か

が
非
常
に
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
。

（
重
光
）

広
報
委
員
会

委

員

長　

文
野　

慎
治

副
委
員
長　

江
川　

慶
子

委　
　

員　

重
光　

俊
則

委　
　

員　

坂
上　

昌
史

委　
　

員　

渡
辺　

豊
子

委　
　

員　

服
部　

脩
二

委　
　

員　

河
合　

弘
樹

議会報告会班構成（○は班長）

11月25日（土） 午後7時30分～
会場：熊取交流センター　煉瓦館
　　  講義室A　《担当：1班》

議会報告会の予定

議 会 報 告 会 全 体 会議 会 報 告 会 全 体 会
１班　○浦川　佳浩、渡辺　豊子

　　　　服部　脩二、河合　弘樹

　　　　坂上　巳生男

２班　○二見　裕子、重光　俊則

　　　　坂上　昌史、佐古　員規

　　　　江川　慶子

３班　○阪口　　均、文野　慎治

　　　　鱧谷　陽子、矢野　正憲

～定例会閉会後に各地区での議会報告と併せて全体会を実施しています。～
「手話通訳」をご希望の方は、早めに議会事務局へご連絡ください。

姉妹都市ミルデューラ市から

14名が熊取町へ！！
議会へ市長、副市長をお迎えしました。

議長によるあいさつ

友好の記念に一枚


